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謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た

輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心

よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
は
、
町
政
な
ら
び
に
町
議
会
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
東
日
本
大
震
災
と
東
京
電
力

福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能
汚

染
の
風
評
被
害
で
は
、
町
が
一
丸
と

な
っ
て
復
旧
と
復
興
、
な
ら
び
に
風
評

の
払
拭
に
取
り
組
み
、
一
定
の
成
果
が

見
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
央
で
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

の
効
果
に
よ
っ
て
景
気
が
改
善
す
る

報
道
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
て
、

２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
東
京
開
催
が
決
定
さ
れ
る

な
ど
、
多
く
の
皆
様
が
明
る
い
将
来
と

希
望
を
抱
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
よ
う
な
中
、
本
年
は
第
六
次
猪

苗
代
町
振
興
計
画
に
お
け
る
後
期
計
画

の
中
間
年
と
な
り
、
町
で
は
「
猪
苗
代

町
図
書
歴
史
情
報
館
」
の
４
月
開
館
や

多
機
能
型
「
道
の
駅
」、（
仮
称
）川
西

　

振
り
返
り
ま
す
と
、
大
雪
と
遅
い
春

の
訪
れ
、
長
い
梅
雨
と
猛
烈
な
夏
の
暑

さ
、
極
端
な
大
雨
、
一
挙
に
や
っ
て
き

た
短
い
秋
と
突
然
の
降
雪
等
々
、
異

常
気
象
や
「
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

〇
〇
」
な
ど
と
い
う
言
葉
を
何
度
も
聞

か
さ
れ
た
１
年
で
し
た
。

　

そ
の
合
間
を
縫
う
よ
う
に
、
７
月
27

日
～
28
日
、
第
65
回
磐
梯
ま
つ
り
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
初
日
は
雨
に

降
ら
れ
、
た
い
ま
つ
行
列
が
中
止
と
な

り
ま
し
た
が
、
翌
日
は
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
夜
の
磐
梯
山
総
お
ど
り
は
、
昨
年

を
上
回
る
大
勢
の
参
加
を
い
た
だ
き
成

功
裏
に
終
わ
り
ま
し
た
。
10
月
27
日
の

猪
苗
代
湖
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
は
、
間
際

ま
で
大
型
台
風
の
接
近
が
心
配
で
し
た

が
、
終
わ
っ
て
み
れ
ば
３
名
の
有
名
ゲ

ス
ト
選
手
に
約
３
千
名
の
参
加
者
に
よ

る
す
ば
ら
し
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

２
名（
内
１
名
は
中
学
生
）の
選
手
が

区
間
賞
を
獲
得
す
る
す
ば
ら
し
い
走
り

を
見
せ
て
く
れ
た
市
町
村
対
抗
福
島

県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会
も
強
く
印
象
に

残
っ
て
お
り
ま
す
。

　

学
校
関
係
で
印
象
的
な
出
来
事
を
挙

げ
ま
す
と
、
猪
苗
代
中
特
別
バ
ド
部
の

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

新
し
い
年
の
門
出
に
当
た
り
、
日
頃

町
政
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

ご
支
援
、
ご
協
力
に
対
し
ま
し
て
、
こ

こ
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

未
曾
有
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
、
間

も
な
く
２
年
10
カ
月
を
迎
え
よ
う
と
し

て
お
り
ま
す
が
、
本
県
で
は
今
も
多
く

の
県
民
の
方
々
が
避
難
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
な
ど
、
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
早
い
時
期

に
ふ
る
さ
と
へ
の
帰
還
が
出
来
ま
す
こ

と
を
念
願
し
て
い
る
所
で
あ
り
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
一
刻
も
早
い
復
旧
・
復

興
に
向
け
た
除
染
な
ど
の
放
射
線
対
策

や
風
評
被
害
対
策
な
ど
の
事
業
を
猪
苗

代
町
復
興
計
画
の
下
、
町
民
の
皆
様
の

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
協
働
に
よ
り
実
施
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
地
震
に
よ
り
被
害

を
受
け
た
道
路
や
上
下
水
道
な
ど
の
生

活
イ
ン
フ
ラ
の
早
期
整
備
、
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
た
地
域

防
災
計
画
の
見
直
し
や
継
続
可
能
な
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
公
共
施
設
の

導
入
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま

た
、「
第
65
回
磐
梯
ま
つ
り
」「
復
興
・

猪
苗
代
町
長

　

前
後　
　

公ひ
ろ
し

年頭の
　ごあいさつ

猪
苗
代
町
議
会
議
長

　

鈴
木　

武た
け

喜き

猪
苗
代
町
教
育
長

　

土
屋　

重し
げ

憲の
り

こ
ど
も
園
の
整
備
に
向
け
て
取
り
組
ま

れ
る
予
定
で
す
。

　

し
か
し
、
４
月
か
ら
の
消
費
税
の
増

税
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
締
結
内
容
、
２
０
１
８

年
ま
で
で
終
了
す
る
米
の
生
産
目
標
数

量
の
配
分
取
り
や
め
と
そ
れ
に
伴
う
制

度
の
改
革
が
予
定
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

少
子
高
齢
化
や
産
業
振
興
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
町
政
の
課
題
の
解
決
に
向
け
、
町

民
の
皆
様
の
声
を
十
分
に
お
聴
き
し
、

し
っ
か
り
と
し
た
議
論
を
重
ね
な
が
ら

町
政
の
進
展
に
寄
与
し
て
い
く
こ
と
で
、

町
民
の
皆
様
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
開
か
れ
た
議
会
と
し
て
多
く

の
町
民
の
皆
様
に
議
会
の
一
端
を
ご
理

解
い
た
だ
く
た
め
、
本
年
３
月
定
例
会

か
ら
一
般
質
問
の
内
容
を
、
後
日
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
視
聴
で
き
る
よ
う
準

備
を
し
て
お
り
、
身
近
な
議
会
と
な
る

よ
う
取
り
組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

新
春
に
臨
み
、
町
民
の
皆
様
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
本

年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
せ
で
実
り

多
く
、
大
い
な
る
飛
躍
の
年
と
な
り
ま

す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
し
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

花
火
大
会
」「
風
と
ロ
ッ
ク
芋
煮
会

２
０
１
３
」「
猪
苗
代
湖
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
」
や
17
回
目
を
迎
え
た
「
猪
苗
代

新
そ
ば
祭
り
」
な
ど
の
各
種
事
業
を
通

し
て
、
本
町
の
安
全
・
安
心
を
提
供
す

る
と
と
も
に
、
か
つ
て
な
い
に
ぎ
わ
い

を
創
出
し
「
元
気
な
猪
苗
代
」
を
発
信

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
あ

ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。

　

昨
今
の
経
済
情
勢
の
中
で
、
自
治
体

の
財
政
も
大
変
厳
し
い
状
況
が
ご
ざ
い

ま
す
が
、私
の
町
政
の
原
点
で
あ
る「
猪

苗
代
町
の
活
性
化
と
発
展
」「
町
民
の

暮
ら
し
を
守
り
、
未
来
へ
の
希
望
の
持

て
る
町
づ
く
り
」
に
立
ち
、
①
町
民
総

参
加
の
町
政
の
実
現
②
健
全
で
わ
か
り

や
す
い
行
財
政
基
盤
の
確
立
③
観
光
と

農
商
工
業
が
一
体
と
な
っ
た
活
気
あ
る

町
づ
く
り
の
推
進
④
町
民
の
安
全
安
心

な
生
活
を
守
る
⑤
少
子
化
・
高
齢
化
対

策
な
ど
き
め
細
や
か
な
福
祉
体
制
の
実

現
⑥
地
域
を
担
う
豊
か
な
人
づ
く
り
の

推
進
と
い
う
６
つ
の
宣
言
と
復
旧
・
復

興
を
踏
ま
え
た
施
策
な
ら
び
に
事
務
事

業
の
重
点
化
を
さ
ら
に
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

２
月
に
は
、
本
町
で
29
年
ぶ
り
に

開
催
さ
れ
ま
す
「
全
国
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
」
や
ソ

チ
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
に
控
え
た

「
２
０
１
４
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
ス
キ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
福
島
猪
苗
代
大
会
」

に
お
い
て
、
福
島
の
真
の
姿
を
国
内
外

に
発
信
し
、
本
町
の
安
全
・
安
心
の
情

報
と
お
も
て
な
し
を
提
供
し
な
が
ら
、

産
業
の
振
興
に
つ
な
げ
て
ま
い
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

　

４
月
の
図
書
歴
史
情
報
館
の
開
館
、

駅
前
周
辺
の
活
性
化
と
秩
序
あ
る
土
地

利
用
の
た
め
の
猪
苗
代
駅
前
再
整
備
、

平
成
27
年
４
月
に
開
園
予
定
の
（
仮

称
）
川
西
こ
ど
も
園
の
整
備
や
同
年
度

の
供
用
開
始
に
向
け
た
道
の
駅
整
備
事

業
の
執
行
に
あ
た
り
ま
し
て
、
町
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
な
が

ら
、
全
身
全
霊
を
傾
け
て
町
政
進
展
に

尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ま
す
ま

す
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
多
い

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

全
国
大
会
男
女
団
体
３
連
覇
、
猪
苗
代

中
男
子
が
全
会
津
駅
伝
大
会
第
４
位

（
県
大
会
出
場
）、
東
中
女
子
の
北
会
津

中
学
生
英
語
弁
論
大
会
創
作
部
門
優
勝

（
県
大
会
第
４
位
）、
長
瀬
小
マ
ー
チ
ン

グ
バ
ン
ド
の
東
北
大
会
出
場
（
銀
賞
）

な
ど
多
彩
な
活
躍
を
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
他
に
は
、
11
月
の
環
境
フ
ォ
ー
ラ

ム
（
於
学
び
い
な
）
で
そ
の
成
果
を
発

表
し
た
翁
島
小
学
校
の
環
境
学
習
、
多

彩
な
活
動
を
展
開
し
た
長
瀬
小
学
校
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
、
東
中
学
校
の
英
語

指
導
力
向
上
事
業
授
業
公
開
（
10
月
）、

筑
波
大
付
属
小
学
校
算
数
科
教
諭
に

よ
る
模
範
授
業
の
実
施
（
７
月
猪
小
）、

そ
し
て
10
月
25
日
に
は
猪
苗
代
中
学
校

創
立
50
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
が
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
園
、
各
小
中
学
校
、
教
育
委
員
会

３
課
（
教
育
総
務
課
、
こ
ど
も
課
、
生

涯
学
習
課
）
一
丸
と
な
っ
て
、
将
来
を

託
す
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
未
来

の
可
能
性
の
た
め
頑
張
っ
て
き
ま
し

た
。
今
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
ご
鞭
撻

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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Pick Up
今月のイベント

　

猪
苗
代
吹
奏
楽
団
が
主
催
す
る

「
２
０
１
３
い
な
わ
し
ろ
音
楽
祭
、

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
音
楽
祭
」

は
12
月
７
日
、
学
び
い
な
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　

23
回
目
を
迎
え
た
今
年
の
音
楽
祭

に
は
、
同
楽
団
の
他
、
猪
苗
代
高
校

吹
奏
楽
委
員
会
、
福
島
県
ば
ん
だ
い

荘
あ
お
ば
、
猪
苗
代
中
学
校
３
年
３

組
、
東
中
学
校
合
唱
部
、
千
里
幼
稚

園
な
ど
町
内
の
団
体
に
加
え
、
郡
山

女
子
大
学
短
期
大
学
部
の
音
楽
科
出

身
者
で
結
成
し
た
グ
ル
ー
プ
「
コ
ン

ブ
リ
オ
」
と
東
京
都
の
中
野
坂
上
ウ

イ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
も
参
加
。
吹

奏
楽
は
も
ち
ろ
ん
、
太
鼓
や
合
唱
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
を
披
露
し
、
観

客
の
心
を
癒
し
ま
し
た
。

　

出
演
団
体
が
合
同
演
奏
し
た
フ
ィ

ナ
ー
レ
で
は
、
千
里
幼
稚
園
の
園
児

が
演
奏
を
バ
ッ
ク
に
白
虎
隊
の
剣
舞

を
披
露
。
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
も
登
場

し
、
ス
テ
ー
ジ
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

今
年
も
会
場
の
入
り
口
に
は
震
災

復
興
支
援
の
た
め
の
募
金
箱
が
設
置

さ
れ
、
ス
タ
ッ
フ
が
来
場
者
に
協
力

を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

【
猪
苗
代
吹
奏
楽
団
】

　

昭
和
42
年
４
月
、「
農
村
に
音
楽

の
息
吹
を
」
を
合
言
葉
に
結
成
さ
れ

た
社
会
人
バ
ン
ド
。「
い
な
わ
し
ろ

音
楽
祭
」
を
毎
年
開
催
し
て
い
る
ほ

か
、
町
内
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
も
参

加
し
、
町
を
元
気
付
け
て
い
る
。

多彩な演奏で
観客を魅了

02　年頭のごあいさつ

04　Pick   up

06　申告相談会／税務課からのお知らせ

10　まちのわだい

12　笑顔でこんにちは／スクールトピックス

13　民生児童委員の皆さんを紹介します

14　26 年度児童・園児募集

16　いなわしろタウンページ

18　暮らしの情報広場

20　みんなの美術館／食生活改善推進員コーナー
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今月の表紙
保育発表会でダンスを
披露する、瀬谷すみれ
ちゃん（右）と五十嵐
心

こ

晴
は る

ちゃん。ポンポン
を持ってかわいらしく
踊るうめ組の女の子た
ちに、会場中がくぎ付
けでした。

【撮影日】　12 月７日
【撮影場所】　猪苗代保育所

【目次】

　

町
な
ど
が
進
め
て
き
た
中
央
商
店

街
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
街
並
み
づ
く
り

事
業
が
こ
の
ほ
ど
終
了
し
、
12
月
16

日
、
同
商
店
街
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
点
灯
式
と
合
わ
せ
て
完
成
を
祝
い

ま
し
た
。

　

平
成
23
年
か
ら
始
ま
っ
た
同
事
業

は
、
同
商
店
街
の
街
路
灯
49
基
、
98

灯
に
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を
張
る
取
り

組
み
で
、
３
カ
年
で
町
民
ら
延
べ
72

人
が
参
加
。
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
松
崎
徹
さ
ん
の
指
導
の

下
、
約
２
０
０
枚
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ

ス
を
制
作
し
、
街
路
灯
の
北
側
と
南

側
に
は
め
込
み
ま
し
た
。

　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
ま
ち
の
え

き「
ま
る
し
め
」、
中
央
商
店
街
駐

車
場
、
工
房
ポ
プ
リ
な
ど
に
設
置
さ

れ
て
い
て
、
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
ス

キ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
福
島
猪
苗
代

大
会
最
終
日
の
３
月
２
日
ま
で
点
灯

さ
れ
ま
す
。

　

街
路
灯
に
は
磐
梯
山
や
猪
苗
代
湖
、

ハ
ク
チ
ョ
ウ
、
天
鏡
閣
な
ど
、
猪
苗

代
に
ち
な
ん
だ
風
景
や
生
き
物
、
建

物
な
ど
を
は
じ
め
、
起
上
り
小
法
師

が
ス
キ
ー
や
ゴ
ル
フ
を
し
て
い
る
ユ

ニ
ー
ク
な
も
の
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

デ
ザ
イ
ン
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
作
品

が
張
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

優
し
い
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
光
と

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
彩
ら
れ
た
中

央
商
店
街
。ゆ
っ
く
り
歩
い
て
、じ
っ

く
り
と
観
賞
し
て
み
て
は
い
か
が
で

す
か
。

上＿まちのえき「まるしめ」前／左＿中央商店街駐車場　中＿幻想的な光を放つステンドグ
ラス／右＿点灯式でイルミネーションのスイッチを押す関係者

優しい光が中央商店街を彩る
ステンドグラス町並みづくりが完了
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中
途
退
職
し
た
人

◎
申
告
の
必
要
が
な
い
人

１
．
税
務
署
で
確
定
申
告
を
す
る

　

人
２
．
給
与
所
得
者
で
、
年
末
調
整

　

を
し
た
人

３
．
25
年
中
の
公
的
年
金
収
入
金

　

額
が
４
百
万
円
以
下
で
、「
公

　

的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
で

　

受
け
る
べ
き
全
て
の
控
除
が
適

　

用
に
な
っ
て
い
る
人
で
、
か
つ
、

　

そ
の
他
の
所
得
が
な
い
人

◎
申
告
相
談
に
必
要
な
も
の

　
（
税
務
署
で
申
告
す
る
場
合
も

必
要
で
す
）

１
．
所
得
関
係

　

①
農
業
所
得
者

　

・
収
支
内
訳
書
、
収
支
計
算
書

　

な
ど
の
収
支
の
分
か
る
も
の

　
　

経
費
明
細
書
、
領
収
書
な
ど

　

②
事
業
所
得
者（
農
業
を
除
く
）

　

・
収
支
内
訳
書
、
収
支
計
算
書

　

な
ど
の
販
売
と
仕
入
れ
が
分
か

　

る
も
の

　
　

経
費
明
細
書
、
領
収
書
な
ど

　

・
給
与
、
賃
金
支
払
明
細
書

　

③
給
与
所
得
者
と
公
的
年
金
受

　

④
障
害
者
控
除

　

・
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手

　

帳
、
介
護
保
険
『
障
害
者
控
除

　

対
象
者
認
定
書
』

　

⑤
医
療
費
控
除

　

・
医
療
費
計
算
書
、
医
療
機
関

　

な
ど
の
領
収
書

　

　

給
者

　

・
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
賃
金
受

　

給
明
細
書

　　
　

④
譲
渡
所
得
者

　

・
収
用
、
買
取
な
ど
の
証
明
書

　

お
よ
び
売
買
契
約
書

　

・
譲
渡
費
用
の
経
費
明
細
書
、

　

領
収
書

　

⑤
不
動
産
所
得
者

　
・
土
地
、家
屋
の
賃
貸
借
契
約
書
、

　

ま
た
は
賃
貸
料
の
分
か
る
書
類

　

・
土
地
改
良
区
な
ど
へ
の
負
担

　

金
な
ど
の
領
収
書

　

・
固
定
資
産
税
の
課
税
明
細
書

２
．
控
除
関
係

　

①
社
会
保
険
料
控
除

　

・
各
種
年
金
保
険
料
支
払
証
明

　

書
、
健
康
保
険
料
領
収
書
な
ど

　

②
生
命
保
険
料
控
除

　

・
一
般
生
命
保
険
、
介
護
医
療

　

保
険
、
個
人
年
金
支
払
証
明
書

　

※
生
命
保
険
料
控
除
に
関
す
る

　

税
制
改
正
に
よ
り
、
24
年
１
月

　

１
日
以
降
に
締
結
し
た
契
約
分

　

で
、
介
護
医
療
保
険
料
控
除
が

　

新
た
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

③
地
震
保
険
料
控
除

　

・
旧
長
期
損
害
保
険
料
控
除
・

　

地
震
保
険
料
控
除
証
明
書

　

す
る
人
は
住
民
税
だ
け
の
申
告

　

が
必
要
で
す
。

　

※
申
告
を
し
な
い
ま
ま
で
い
る

　

と
、
適
正
な
軽
減
措
置
や
給
付

　

な
ど
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

　

す
の
で
忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く

　

だ
さ
い
。　

ア
．
親
や
子
ど
も
の
税
制（
申
告
）

　

上
の「
扶
養
控
除
」の
対
象
に

　

な
っ
て
い
な
い
人

イ
．
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る

　

人

　
　

保
険
料
の
免
除
な
ど

ウ
．
国
民
健
康
保
険
・
介
護
保
険

　

に
加
入
し
て
い
る
人

　
　

国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保

　

険
料
の
世
帯
平
等
割
額
と
被
保

　

険
者
均
等
割
の
軽
減
措
置
や
高

　

額
療（
医
）
養
費
、
サ
ー
ビ
ス

　

費
な
ど
の
適
正
な
給
付（
所
得

　

に
応
じ
た
限
度
額
・
負
担
区
分

　

な
ど
）

エ
．
各
種
給
付
・
手
当
な
ど
を
受

　

給
し
て
い
る
人

オ
．
町
営
住
宅
、
こ
ど
も
園
、
保

　

育
所
、
幼
稚
園
な
ど
町
の
施
設

　

を
利
用
し
て
い
る
人

◎
所
得
税
の
確
定
申
告
が

　

必
要
な
人

　

25
年
中
に
事
業
を
し
て
い
た
人
、

不
動
産
所
得
、
譲
渡
所
得
が
あ
っ

た
人
で
、
そ
の
年
中
の
所
得
金
額

が
基
礎
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
を

超
え
る
場
合
や
給
与
所
得
の
年
末

調
整
が
済
ん
で
い
な
い
人
。
昨
年

２
月
13
日（
木
）か
ら
始
ま
り
ま
す
。

申
告
の
準
備
は
お
早
め
に

申 

告 

相 

談 

会

　

⑥
寄
付
金
控
除

　
　

国
や
地
方
公
共
団
体（
県
や

　

市
町
村
な
ど
）へ
の
義
援
金
や

　

寄
付
金
な
ど
は
、
寄
付
金
控
除

　

を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

　

す
。

　

・
義
援
金
や
寄
付
金
な
ど
の
受

　

領
書

３
．
そ
の
他
持
参
す
る
も
の

　

①
印
鑑

　

②
預
金
通
帳
な
ど

４
．
東
日
本
大
震
災
関
連
情
報

　

○
雑
損
控
除

　
　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
本

　

人
も
し
く
は
扶
養
親
族
が
所
有

　

す
る
住
宅
や
家
財
な
ど
生
活
に

　

通
常
必
要
な
資
産
に
損
害
を
受

　

け
た
人
は
、
損
害
金
額
に
基
づ

　

き
計
算
し
た
金
額
を
所
得
か
ら

　

控
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

・
被
害
を
受
け
た
資
産
、
取
得

　

時
期
、
取
得
価
格
の
分
か
る
も

　

の（
建
物
の
請
負
契
約
書
な
ど
）

　

・
被
害
を
受
け
た
資
産
の
修
繕

　

費
、
取
り
壊
し
費
用
、
除
去
費

　

用
な
ど
の
分
か
る
も
の（
領
収

　

書
な
ど
）

　

・
被
害
を
受
け
た
資
産
に
つ
い

　

て
受
け
取
る
保
険
金
な
ど
の
金

　

額
が
分
か
る
も
の（
支
払
通
知

　

書
な
ど
）。

　

・
猪
苗
代
町
か
ら
発
行
さ
れ
た

　
「
り
災
証
明
書
」（
コ
ピ
ー
可
）

◎
住
民
税
・
国
民
健
康
保
険

　

税
の
申
告
が
必
要
な
人

【ｅ－Ｔａｘ  （国税電子申告・納税システム）】
　「確定申告書等作成コーナー」を利用すれば、税務署
に出向くことなく申告書が作成できます。画面の案内に
従い、収入金額や各種控除の金額を入力するだけで、税
額を計算することがます。
●ｅ－Ｔａｘを利用すると、こんなメリットがあります。

・添付書類の提出省略
・所得税の還付金がスピーディー
・書面と比べて郵送料が不要
※ｅ－Ｔａｘをご利用になる場合
は、電子証明書を取得して、ＩＣ
カードリーダ・ライタを購入する
など事前準備が必要です。

【郵送提出】
　「確定申告書等作成コーナー」を利用して作成した申告書
を印刷して、郵送などで提出する書面提出の方法もあります。

・印刷した申告書と添付書類を一緒に郵送などで提出

【会津若松税務署の申告書作成会場で申告書を作成】
●開設期間　平成 26 年２月３日（月）～３月 17 日（月）
　※土・日・祝日は除く。
●開設時間　午前９時～午後４時
●開設場所　会津ロイヤルプラザ２階
　　　　　　（野口英世青春通り）
※会津若松税務署庁舎内には、申告書作成会場は設置してい
ません。

確定申告は、
　ｅ

イ ー

－Ｔ
タ ッ ク ス

ＡＸ（国税電子申告・納税システム）が便利です

１
．
今
年
の
１
月
１
日
現
在
で
町

　

内
に
住
所
が
あ
り
、
所
得
税
の

　

確
定
申
告
を
し
て
い
な
い
人

２
．
給
与
所
得
者
か
年
金
受
給
者

　

で
年
末
調
整
を
済
ま
せ
た
が
、

　

昨
年
中
に
給
与
・
年
金
以
外
の

　

所
得
が
あ
っ
た
人

３
．
申
告
に
よ
り
諸
控
除
を
受
け

　

よ
う
と
す
る
人

４
．
公
的
年
金
等
を
受
給
し
て
い

　

る
人
で
、
以
下
に
該
当
す
る
人

　
「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」

　

に
記
載
さ
れ
て
い
る
控
除
以
外

　

の
各
種
控
除（
医
療
費
控
除
・

　

生
命
保
険
料
控
除
な
ど
）の
適

　

用
を
受
け
る
人
、
ま
た
は
、
公

　

的
年
金
等
の
ほ
か
に
給
与
所
得

　

や
事
業
所
得
な
ど
が
あ
る
人

５
．
所
得
が
ま
っ
た
く
な
か
っ
た

　

人
で
も
、
次
の
ア
～
オ
に
該
当

　

※
損
害
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、

　

税
務
署
で
の
申
告
を
お
願
い
す

　

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ

　

ら
か
じ
め
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　
お
願
い

　

申
告
期
間
中
は
、
各
会
場
に
職

員
が
出
向
き
、
台
帳
な
ど
を
持
ち

出
し
ま
す
の
で
、
指
定
会
場
以
外

の
場
所
で
の
申
告
相
談
は
受
け
付

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
相
談
会

場
は
大
変
混
雑
し
、
待
ち
時
間
で

ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
な
お
、
今
後
も
対
象
地

区
の
方
を
最
優
先
と
し
ま
す
の
で
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
住
民
税
の
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
賦
課
係

　

☎（
62
）２
１
１
３

▼
所
得
税
の
問
い
合
わ
せ
先

　

会
津
若
松
税
務
署

　

☎（
27
）４
３
１
１

　

児
童
手
当
、
児
童
扶
養
手
当
、

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
、

特
別
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
障

害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
、

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
、

補
装
具
費
支
給
、
自
立
支
援
医

療
、
乳
幼
児
及
び
児
童
医
療
費

助
成
、
奨
学
金
給
付
な
ど

　

医
療
費
控
除
を
受
け
た
い

人
は
、
あ
ら
か
じ
め
世
帯
員

ご
と
の
医
療
費
の
計
と
、
補

て
ん
さ
れ
た
金
額（
高
額
療

養
費
や
生
命
保
険
な
ど
か
ら

の
給
付
金
な
ど
）の
合
計
額

を
計
算
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。

※
１
月
27
日（
月
）
以
降
、

税
務
課
窓
口
に
計
算
書
付
き

の
専
用
封
筒
を
用
意
し
ま
す

の
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

26
年
１
月
か
ら
、
個
人
で
事

業
や
不
動
産
貸
付
な
ど
を
行

う
全
て
の
人
に
記
帳
と
帳
簿

書
類
の
保
存
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
す
の
で
、
必
ず
記
帳
し

て
く
だ
さ
い
。

※
税
制
改
正
に
伴
う

お
知
ら
せ

※
右
記
の
書
類
を
持
参
し
な

い
場
合
は
、
申
告
書
が
作
成

で
き
ま
せ
ん
の
で
必
ず
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

※
確
定
申
告
に
は
必
ず
源
泉

徴
収
票
が
必
要
で
す
。

※
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る
人
は
、
役
場

保
健
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

か
ら
『
障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
』
の
交
付
を
受
け
て
、

税
の
申
告
の
際
に
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

※
確
定
申
告
に
は
支
払
証
明

書
・
控
除
証
明
書
の
添
付
が

必
要
で
す
。
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必
ず
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
な
お
、
登
記
に
つ
い
て
は
、
管
轄

す
る
法
務
局（
福
島
地
方
法
務
局
若

松
支
局　

☎（
27
）１
５
０
１
）
ま

た
は
司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
地
籍
図
と
字
限
図
の
閲

覧
を
休
止
し
ま
す

            

　

25
年
中
の
土
地
の
分
筆
や
合
筆
な

ど
の
土
地
異
動
分
を
修
正
す
る
た

め
、
次
の
期
間
は
地
籍
図
と
字
限
図

が
閲
覧
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

▼
休
止
期
間　

２
月
３
日（
月
）～
３
月
20
日（
木
）

●
町
税
な
ど
の
延
滞
金
の

年
率
が
変
わ
り
ま
す

            

　

26
年
１
月
か
ら
、
納
期
限
を
過
ぎ

て
町
税
な
ど
を
納
め
た
場
合
の
延
滞

金
の
年
率
が
、
次
の
と
お
り
変
更
と

な
り
ま
し
た
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
納
期
限
か
ら
１
カ
月
以
内

　

旧
年
率　
　

年
４
・
３
％

　

１
月
以
降　

年
３
・
０
％

○
納
期
限
か
ら
１
カ
月
経
過
後

　

旧
年
率　
　

年
14
・
６
％

　

１
月
以
降　

年
９
・
３
％　

●
家
屋
の
異
動
が
あ
っ
た

場
合
は
、
必
ず
届
け
出
を

お
願
い
し
ま
す

　

家
屋
の
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１

月
１
日
現
在
の
家
屋
の
所
有
者
に
対

し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

家
屋
の
新
築
、
増
築
、
取
り
壊
し
、

所
有
者
変
更
な
ど
の
異
動
が
あ
っ
た

場
合
は
、
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合　

　

取
り
壊
し
た
年
は
課
税
さ
れ
ま
す

が
、
届
け
出
に
よ
り
翌
年
か
ら
は
課

税
さ
れ
ま
せ
ん
。

○
登
記
が
遅
れ
る
場
合
ま
た
は
未
登

記
家
屋
の
場
合

　

取
り
壊
し
た
家
屋
の
床
面
積
の
大

小
に
か
か
わ
ら
ず
、町
税
務
課
に「
家

屋
異
動
申
告
書
」
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
後
ほ
ど
職
員
が
現
地
を
確
認

し
ま
す
。

○
登
記
さ
れ
て
い
る
家
屋
の
場
合

　

該
当
す
る
家
屋
の
所
在
地
を
管
轄

す
る
法
務
局
で
建
物
滅
失
登
記
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
登
記
が
な
さ

れ
た
場
合
は
、
法
務
局
か
ら
町
へ
通

知
が
届
き
ま
す
の
で
、
町
へ
の
届
け

出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
家
屋
を
新
築
、
増
築
し
た
場
合　

　

完
成
し
た
年
の
翌
年
か
ら
課
税
さ

れ
ま
す
。

　

職
員
が
評
価
額
算
出
の
た
め
の
調

査
に
伺
い
ま
す
。
調
査
の
内
容
は
、

家
の
間
取
り
や
最
終
的
な
各
部
屋
の

仕
上
げ
な
ど
の
確
認
に
な
り
ま
す
。

調
査
の
時
間
は
お
よ
そ
１
時
間
半
程

度
で
す（
床
面
積
の
大
小
に
よ
り
異

な
り
ま
す
）。

　

基
本
的
に
は
職
員
が
文
書
や
電
話

な
ど
に
よ
り
調
査
の
日
程
な
ど
を
調

整
し
ま
す
が
、
連
絡
を
い
た
だ
け
れ

ば
随
時
調
査
に
伺
い
ま
す
。

▼
家
屋
の
所
有
者
が
変
っ
た
場
合　

　

届
け
出
に
よ
り
取
得
し
た
年
の
翌

年
か
ら
課
税
さ
れ
ま
す
。

○
登
記
が
遅
れ
る
場
合
ま
た
は
未
登

記
家
屋
の
場
合

　

相
続
や
売
買
な
ど
に
よ
り
所
有
者

が
変
更
に
な
っ
た
場
合
は
、
町
税
務

課
に
「
家
屋
異
動
申
告
書
」
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

新
た
な
所
有
者
を
確
認
し
た
上
で
、

翌
年
か
ら
課
税
し
ま
す
。

○
登
記
さ
れ
て
い
る
家
屋
の
場
合

　

法
務
局
で
所
有
権
移
転
登
記
を
行

う
と
、
法
務
局
か
ら
町
へ
通
知
が
届

き
ま
す
の
で
、
町
へ
の
届
け
出
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
異
動
に
つ
い
て
届
け
出

が
な
い
と
、
所
有
者
の
把
握
が
困
難

に
な
り
、
課
税
に
影
響
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
家
屋
の
新
増
築
や
取
り
壊

し
は
、
住
宅
用
地
に
対
す
る
課
税
標

準
の
特
例
の
変
更（
届
け
出
）が
必

要
に
な
り
ま
す
。

※
住
宅
用
地
に
対
す
る
課
税
標
準
の

特
例

　

住
宅
用
地
と
は
、
住
宅
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
る
家
屋
の
敷
地
を
い
い

ま
す
。
住
宅
用
地
に
つ
い
て
は
、
そ

の
税
負
担
を
特
に
軽
減
す
る
必
要
か

ら
、
そ
の
面
積
に
よ
っ
て
小
規
模
住

宅
用
地
と
一
般
住
宅
用
地
に
分
け
て

特
例
措
置
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

特
例
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
小
規
模
住
宅
用
地

　

住
宅
の
敷
地
で
住
宅
１
戸
に
つ
い

て
２
０
０
平
方
㍍
以
下
の
土
地

　

課
税
標
準
額
は
、
土
地
の
決
定
価

格
の
６
分
の
１

○
一
般
住
宅
用
地

　

住
宅
の
敷
地
で
住
宅
１
戸
に
つ
い

て
２
０
０
平
方
㍍
を
超
え
、
住
宅
の

総
床
面
積
の
10
倍
ま
で
の
土
地

　

課
税
標
準
額
は
、
土
地
の
決
定
価

格
の
３
分
の
１

　

な
お
、
10
倍
を
超
え
る
部
分
の
土

地
に
つ
い
て
は
、
住
宅
用
地
特
例
の

適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

毎
年
４
月
に
送
付
す
る
課
税
資
産

（
土
地
・
家
屋
）明
細
書
を
確
認
の
上
、

固
定
資
産
税
の
適
正
な
課
税
の
た
め
、

税務課からのお知らせ 問税務課　☎（62）2113

平成 25 年分　申告相談会日程と対象地区割り
月日 曜日 受付時間 会　場 対　象　地　区

2 月 13 日 木   9:30~11:00
13:00~16:00 役場３階正庁 六角　　　　水沢

千代田　　　砂川　　　明戸

2 月 14 日 金   9:00~11:00
13:00~15:30 ↓ 相名目　　　本町　　　千貫

志津　　　　内野　　　スキー場　　　千里行政区外

2 月 17 日 月   9:45~11:00
13:00~15:30 樋ノ口多目的集会所 樋ノ口（1 ～ 6 組）　　白木城　　小水沢

樋ノ口（7 ～ 12 組）　  蒲谷地　　金堀　　木地小屋

2 月 18 日 火   9:00~11:00
13:00~15:00 ↓ 小田（1 ～ 5 組）        　田茂沢     　市沢　　吾妻行政区外

小田（6 ～ 10 組）　      名家　　　酸川野

2 月 19 日 水 10:00~11:00
13:00~15:00 中ノ沢体育館 中ノ沢　　　達沢

大原　　　　沼尻駅前　　　　沼尻温泉　　　　高森

2 月 20 日 木   9:45~11:00
13:00~15:30

翁島地区
コミュニティーセンター

三城潟　　　　行津桜川　　西真行　　　大在家
不動　　　　　磐根　　　　翁島駅前　　翁島行政区外

2 月 21 日 金   9:30~11:00
13:00~15:00 ↓ 新在家　　　蟹沢・長浜　　　土田

西久保　　　東南真行　　　　戸ノ口・三本木・金子沢

2 月 24 日 月   9:45~11:00
13:00~15:30

月輪地区
コミュニティーセンター

都沢　　　　松橋　　　　松橋浜
関脇　　　　川崎　　　　中目

2 月 25 日 火   9:30~11:00
13:00~15:30 ↓ 金曲（1 ～ 5 組）        夷田　　　湊志田

金曲（6 ～ 13 組）      上戸　　　上戸駅前

2 月 26 日 水   9:30~11:00
13:00~15:00 ↓ 壺下　　　　　田子沼

山潟　　　　　小平潟　　　　月輪行政区外

2 月 27 日 木   9:45~11:00
13:00~15:30 猪苗代町防災センター 川桁（１～ 11 組）　

川桁（12 ～ 23 組）　　　新屋敷

2 月 28 日 金   9:30~11:00
13:00~15:00 ↓ 白津　　　　　道下

幸野　　　　　東舘　　　　曲淵　　　長瀬行政区外

3 月 2 日 日   9:00~11:00
13:00~16:00

役場３階正庁
「日曜申告相談会」

全地区を対象としますが、お勤めなどで平日に来られない人のみと
します。※大変混み合いますので上記以外の人はご遠慮ください。

3 月 3 日 月   9:00~11:00
13:00~16:00 役場３階正庁 釜井　　　　　島田　　　　　天鏡台温泉

祢次　　　　　新堀向　　　　川上

3 月 4 日 火   9:00~11:00
13:00~16:00 ↓ 上ノ上　　　　打越　

半坂　　　　　見祢山

3 月 5 日 水   9:00~11:00
13:00~16:00 ↓ 新町ろ　　　　中町

名古屋町　　　沼ノ倉　　　　猪苗代行政区外

3 月 6 日 木   9:00~11:00
13:00~16:00 ↓ 扇田　　　　　荻窪

桜ケ丘　　　　五十軒

3 月 7 日 金   9:00~11:00
13:00~16:00 ↓ 九軒町　　　　百目貫

廻谷地　　　　北高野

3 月 10 日 月   9:00~11:00
13:00~16:00 ↓ 土町　　　　　蜂屋敷

神明町　　　　入江

3 月 11 日 火   9:00~11:00
13:00~16:00 ↓ 葉山　　　　　長坂

八千代　　　　堤崎

3 月 12 日 水   9:00~11:00
13:00~16:00 ↓ 今泉　　　　　四ツ谷

新北町　　　　富永

3 月 13 日 木   9:00~11:00
13:00~16:00 ↓ 旭町　　　　　烏帽子

下舘　　　　　見祢

3 月 14 日 金   9:00~11:00
13:00~16:00 ↓ 古城町　　　　渋谷　　

西舘　　　　　伯父ケ倉

3 月 17 日 月   9:00~11:00 ↓ 上新町　　　　牛沼
13:00~15:00 新町い　　　　仁蔵
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まちのわだい
TOWN  TOPICS

委員 22 人に委嘱状を交付

　猪苗代駅前周辺の活性化を目指す「猪苗代駅前再整備検討委員
会」の委嘱状交付と第１回委員会は 11 月 29 日、町役場で行わ
れました。委員会は住民の代表者、商工観光団体、交通事業者、
福祉団体など 22 人で構成され、会長に町議会の鈴木武喜議長、
副会長に千里地区区長会の吉野満会長が選出されました。委員会
では、駅前の消雪施設老朽化に伴う駐車場などの再整備や会津バ
ス猪苗代営業所跡地の活用策などについて検討を行います。 前後町長から委嘱状を受ける鈴木議長（右）

第１回猪苗代駅前再整備検討委員会

今シーズンもレベルアップ

　子どもたちにスキーの楽しさと技術を教える猪苗代キッズス
キークラブの開始式は 12 月 14 日、幸陽の杜で開かれました。
９シーズン目を迎える同クラブに、今季は幼稚園児から小学校６
年生まで約 100 人が参加しました。式では、神田功副代表が「支
えてくれる皆さんへの感謝を忘れず、練習に励んでください」と
あいさつ。前後町長の祝辞の後、会員を代表して梶木

こ

の
の

実
み

さん（千
里小６年）が「一生懸命スキーを練習します」と宣誓しました。

猪苗代キッズスキークラブ開始式

誓いの言葉を述べる梶さん

合格目指して粘り強く頑張れ

佐藤常務理事から米を受け取る新田さん（右）ら

ＪＡあいづが受験生に合格祈願米贈呈

髙野幸子さんに最優秀賞

　町高齢者作品展表彰式は 11 月 28 日、町役場で行われ、受賞
者に賞状や記念品が贈られました。作品展は「学びいな秋祭り」
に合わせて実施。今年は手芸作品など 101 点が寄せらました。
最優秀賞と優秀賞を受賞した皆さんは次のとおりです（敬称略）。

前後町長から表彰状を受ける涌井ヒロ子さん

25 年度町高齢者作品展表彰式

規則正しい生活は大切だよ

　国立磐梯青少年交流の家は 11 月 25 日～ 12 月３日、「早寝早
起き朝ごはん」の啓発活動のため翁島、猪苗代、千里の３幼稚園
を訪問しました。「はやねちゃん」「はやおきくん」「よふかしおに」
など「早寝早起き朝ごはん」国民運動のキャラクターと共に訪れ、
紙芝居や体操などを通して、規則正しい生活の大切さを園児たち
に伝えました。園児たちは、かわいいキャラクターの登場に大喜
び。一目散に駆け寄って、握手をしたり、触ったりしていました。 キャラクターの登場に大喜びの翁島幼稚園の園児たち

国立磐梯青少年交流の家が啓発活動

　ＪＡあいづから町内 3 中学校の 3 年生へ「合格祈願米」を贈
る贈呈式は 11 月 27 日、町役場で開催されました。この米は、
会津若松市立第六中学校の生徒約 100 人が手植えをしたコシヒ
カリで、会津美里町の文殊院清龍寺で祈

き

祷
と う

をしたものです。贈呈
式では佐藤公常務理事が各校の代表生徒に米を手渡し、激励しま
した。生徒を代表して猪苗代中の新田峻

りょう

介
す け

さんが「感謝の気持
ちを持ってお米を食べ、受験を頑張りたい」と感謝を述べました。

長年にわたる調査協力に感謝

　農林水産省実施の農業経営調査農家として 25 年にわたり協力
した喜多見富子さん（新在家）と同じく 20 年の松本義明さん（幸
野）に農林水産大臣から感謝状が贈られました。喜多見さんは、
このほど東京都で開かれた第 63 回全国統計大会の席上で、「統
計功績者」として 6 人の各省大臣表彰の一人として贈られました。
この調査は、個別農家の経営の実態を明らかにし、農業行政の基
礎資料を整備することを目的に行われているものです。全国統計大会で感謝状を受ける喜多見さん（右）

喜多見さんと松本さんに農林水産大臣感謝状

鈴木キミヨさんが 100 歳に

　12 月 10 日に満 100 歳の誕生日迎えた鈴木キミヨさん（桜ケ
丘）への知事賀寿贈呈式は同日、特別養護老人ホーム咲楽の里で
行われました。県会津保健福祉事務所の樋山公則副所長が、知事
賀寿と記念品の会津漆器の木杯を贈呈。続いて前後公町長と戸田
忠義町老人クラブ連合会長が賀寿や記念品などを贈りました。鈴
木さんは 70 歳まで町内で助産師として活躍。長寿の秘

ひ

訣
け つ

は好き
嫌いなく食べることと、感謝の気持ちを忘れないことだそうです。

咲楽の里で知事賀寿贈呈

前後町長から賀寿を受ける鈴木さん（中央）

渡部幸江さんに高齢者叙勲

　高齢者叙勲で瑞宝双光章を受けた元猪苗代小学校長の渡部幸江
さん（金曲）の伝達式は 12 月 13 日、町役場で行われ、前後町長
が渡部さんに勳記と勲章を手渡しました。渡部さんは「皆さんの
ご協力のおかげ。今後も心を強く、前向きに生きていきたい」と
話しました。渡部さんは昭和 21 年から 40 年６カ月にわたって
小中学校の教育に携わり、学校教育の振興充実に尽力。平成４年
からは４年間教育長を務め、教育行政の発展に力を注ぎました。瑞宝双光章を受章した渡部幸江さん（中央）

前後町長が勳記と勲章を伝達

最優秀賞　髙野幸子／優秀賞（日赤県支部長賞）涌井ヒロ子／（町議会
議長賞）古川健一／（町社会福祉協議会長賞）西川昭／（県老人クラブ
連合会長賞）戸野部幸子／（町老人クラブ連合会長賞）関和ミヨ
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原発事故に負けず、ひたむきに頑張る農家の姿に心
を打たれたという武志さん。耕くんの名前には、畑
を耕す農夫のように「こつこつと、まじめに生きて
ほしい」という願いが込められています。

笑顔でこんにちは Hello in the smile

パパ、ママ、お姉ちゃんと一緒に笑顔で「ハイ、チーズ」

平成 25 年５月生まれ
～古城町　
武
た け

志
し

さん・裕
ひ ろ

美
み

さん夫婦の長男

本田　耕
こ う

　くん
　

民
生
児
童
委
員
の
委
嘱
状
伝
達

式
は
12
月
４
日
、
役
場
正
庁
に
お

い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

民
生
児
童
委
員
は
、
厚
生
労
働

大
臣
な
ら
び
に
県
知
事
か
ら
委
嘱

さ
れ
る
も
の
で
、
社
会
奉
仕
の
精

神
を
持
っ
て
住
民
の
立
場
に
立
っ

た
相
談
に
応
じ
る
ほ
か
、
必
要
な

援
助
活
動
を
行
い
、
地
域
福
祉
の

増
進
に
努
め
ま
す
。

　

こ
の
た
び
退
任
し
、
感
謝
状
を

受
賞
し
た
皆
さ
ん
と
委
嘱
を
受
け

た
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す（
敬
称

略
）。

●
町
長
感
謝
状（
在
任
５
年
以
上

10
年
未
満
）お
よ
び
厚
生
労
働
大

臣
感
謝
状（
在
任
６
年
以
上
）受

賞
者

新
し
い
民
生
児
童
委
員
の

　
　

皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す

地区 氏　　名 担　当　地　区 電話番号

月

輪

佐藤　美晴（壺下） 上戸、上戸駅前、湊志田、壺下 （66）3440
安部　洋子（山潟） 山潟、田子沼 （66）3738
渡部　　昭（金曲） 金曲、夷田、川崎 （66）2171
佐藤　玲子（小平潟） 松橋、中目、小平潟、松橋浜（66）3315
鈴木　勝男（都沢） 関脇、都沢、志田浜 （66）3630

長

瀬

春日ハルエ（幸野） 幸野、曲淵、新屋敷 （66）3033
長澤　一夫（川桁） 川桁の一部 （66）2650
渡部　和子（川桁） 川桁の一部 （66）2638
大塚　　彰（東舘） 白津、東舘、道下 （66）2617
佐藤　郁子（内野） 内野、明戸、下舘 （66）3782
阿部　　操（伯父ケ倉）荻窪、志津、水沢、伯父ヶ倉（62）3027

吾

妻

大桃　時夫（樋ノ口） 白木城、小水沢、樋ノ口の一部 （64）2323
大桃　　新（樋ノ口） 樋ノ口の一部 （64）2935
松浦　和子（小田） 小田 （64）2621
遠藤　茂子（名家） 酸川野、名家、田茂沢 （64）2904
二瓶　康子（木地小屋）大原、木地小屋 （64）2611

遠藤登美夫（市沢）
市沢、金堀、西高森、大島原、

蒲谷地
（64）2195

阿部　典子（中の沢） 中の沢、達沢 （64）3921
佐藤　勇一（高森） 高森、沼尻温泉、沼尻駅前（64）3352

◆新しい民生児童委員の皆さんは、上記の通りです。困ったことがあったらご相談ください。
　（任期は平成 25 年 12 月１日から平成 28 年 11 月 30 日まで）
◆その他、福祉関係のお問い合わせ、ご相談は下記までご連絡ください。
　●猪苗代町役場　保健福祉課　☎（62）2115　　●猪苗代町社会福祉協議会　☎（62）5168

氏　　名 担　当　地　区 電話番号
佐藤　久榮（入江） 翁島地区、千里地区 （62）3487
渡部　文江（幸野） 月輪地区、長瀬地区 （66）2542
鈴木　由利（西久保） 猪苗代地区、吾妻地区 （65）2323

〈主任児童委員〉

地区 氏　　名 担　当　地　区 電話番号

猪

苗

代

山内　新榮（古城町） 四ツ谷、古城町 （62）5158
長田　徳之（名古屋町）名古屋町の一部 （62）3053
眞塩祐美子（名古屋町）名古屋町の一部 （63）1739
小松惠久子（旭町） 本町、旭町 （62）3036
笹岡　正人（新町ろ） 新町い、新町ろ （62）3940
冨田　敏夫（九軒町） 上新町、九軒町 （62）3468
吉原きのえ（半坂） 半坂、祢次 （62）3129
江花　栄子（葉山） 土町、葉山、中町、スキー場（62）4457
五十嵐牧子（新堀向） 今泉、新堀向、桜ケ丘 （62）3965
小板橋言子（見祢） 見祢、沼ノ倉、見祢山 （62）2678
金子　一保（渋谷） 渋谷、長坂、川上、千貫 （64）2648
豊田　孝昭（神明町） 神明町 （62）2598
山口　京子（新北町） 新北町 （62）4310

翁

島

楠　美枝子（三城潟） 三城潟、新在家、大在家 （65）2853

川井　正榮（五十軒）
五十軒、砂川、不動、天鏡台温泉、

磐根
（65）2282

古川　　稔（烏帽子） 烏帽子、釜井、東南真行、西真行（65）2916

石田ひとみ（行津桜川）
戸ノ口・三本木・金子沢、西久保、

蟹沢・長浜、行津桜川
（65）2162

石川加代子（土田） 翁島駅前、土田 （65）2491

千

里

小林　　清（富永） 西舘、打越、富永 （62）2373

瀬戸　　亮（相名目）
牛沼、相名目、入江、廻谷地、

仁蔵、蜂屋敷
（62）2550

笠間　征一（千代田） 千代田 （62）2874
小林　英男（北高野） 北高野、六角 （62）3401
吉野　純子（扇田） 扇田の一部 （62）4884
青木　秀子（扇田） 扇田の一部 （62）3100
星野あけみ（上ノ上） 上ノ上 （65）2943
小檜山ナミ子（島田） 島田、堤崎、百目貫 （62）3073
柳原　律子（八千代） 八千代 （63）0770

〈地区担当委員〉

名
古
屋
町　

越
尾　

弘
子
（
在
任
12
年
）

上
新
町　

別
府　

紀
元（
在
任
12
年
）

半　

坂　

代
田　

悦
子（
在
任
15
年
）

新
堀
向　

野
澤　

光
子（
在
任
15
年
）

神
明
町　

佐
藤　

ミ
ヨ（
在
任
36
年
）

松　

橋　

渡
部　

サ
タ（
在
任
21
年
）

関　

脇　

六
角
冨
美
子（
在
任
９
年
）

川　

桁　

土
屋　

俊
雄（
在
任
12
年
）

下　

舘　

半
澤　

郁
子（
在
任
６
年
）

上
ノ
上　

阿
部　

重
孝（
在
任
９
年
）

川　

桁　

渡
部　

正
子（
在
任
６
年
）

　

前
後
町
長
か
ら
各
地
区
の

代
表
者
に
委
嘱
状
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た

▼　

町
民
の
皆
さ
ん
の
た
め
長

年
活
躍
し
た
功
績
に
対
し
、

前
後
町
長
か
ら
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た

▼

スクールトピックス

　

猪
苗
代
小
学
校
の
２
年
生
は
11
月

21
日
、
生
活
科
の
学
習
で
町
役
場
の

見
学
に
訪
れ
、
町
の
仕
事
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

担
任
の
先
生
と
一
緒
に
49
人
の
児

童
が
役
場
を
訪
問
。
職
員
の
案
内
で

庁
舎
内
を
回
り
、
各
課
の
仕
事
内
容

な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

町
長
室
の
見
学
で
は
、
児
童
た
ち

が
興
味
津
々
の
様
子
。
も
の
め
ず
ら

し
そ
う
に
室
内
を
見
回
し
、
飾
ら
れ

た
歴
代
町
長
の
写
真
を
指
差
し
て

「
あ
の
人
知
っ
て
る
」
な
ど
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
「
町
長
は
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い

る
の
で
す
か
」
と
の
質
問
に
、「
ど

う
し
た
ら
町
の
人
た
ち
が
幸
せ
に
な

る
の
か
を
考
え
る
の
が
仕
事
で
す
」

と
職
員
が
答
え
る
と
、
児
童
た
ち
は

深
く
う
な
ず
い
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
全
員
が
順
番
で
町
長
の
い

す
に
座
ら
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
。
児

童
た
ち
は
自
分
の
番
が
く
る
と
、「
ふ

か
ふ
か
で
気
持
ち
い
い
」
な
ど
と
話

し
な
が
ら
、
う
れ
し
そ
う
に
腰
掛
け

て
い
ま
し
た
。

School topics

　

最
近
、
ず
り
ば
い
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
耕
く
ん
。

音
が
出
る
お
も
ち
ゃ
や
体
を

動
か
す
遊
び
が
大
好
き
で
す
。

　

一
番
楽
し
い
の
は
、
お
姉

ち
ゃ
ん
の
結ゆ

い

ち
ゃ
ん
と
遊
ん

で
い
る
時
間
。「
け
ん
か
も

す
る
け
ど
、
と
て
も
仲
良
し
。

気
が
付
く
と
２
人
で
面
白
い

こ
と
を
し
て
い
ま
す
」
と
マ

マ
の
裕
美
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

耕
く
ん
の
機
嫌
が
悪
い
時

は
パ
パ
、
武
志
さ
ん
の
出
番
。

泣
い
て
い
て
も
、
パ
パ
の
顔

を
見
た
と
た
ん
に
ニ
ッ
コ
リ

笑
い
ま
す
。
結
ち
ゃ
ん
も
パ

パ
が
大
好
き
。
家
に
い
る
と

遊
ん
で
ほ
し
く
て
、
仕
事
中

で
も
お
構
い
な
し
。
武
志
さ

ん
が
結
ち
ゃ
ん
を
肩
車
し
な

が
ら
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
っ
て

い
る
こ
と
も
あ
る
の
だ
と
か
。

　
「
毎
日
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

が
あ
っ
て
楽
し
い
。
耕
が
歩

け
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
み

ん
な
で
思
い
っ
き
り
遊
び
た

い
で
す
」
と
裕
美
さ
ん
は
笑

顔
で
話
し
ま
し
た
。

※「
笑
顔
で
こ
ん
に
ち
は
」

に
掲
載
希
望
の
人
は
広
報
担

当
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

☎（
62
）２
１
１
１

町
の
仕
事
の

理
解
を
深
め
る

右＿職員の説明の内容をメモした
り、質問したりして仕事の内容を
しっかり学びました／中＿気分は
すっかり町長。みんなとてもうれ
しそうでした／左＿町長室を見回
す児童たち
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 集 募 児 園 ・ 度  童 年

　児童に放課後の生活指導や長期休業中の余暇指導をする児
童クラブ。来年度の登録を希望する児童を募集します。
●対象児童
①町内小学校に在籍する１年生から６年生の児童
②留守家庭の児童
※ただし、上記の要件を満たしても、希望者多数の場合は、
１年生から３年生までの低学年児童および通学区域に事情の
ある児童を優先します。
●開設場所
・猪苗代児童クラブ　猪苗代小学校敷地内
・翁島児童クラブ　　翁島地区コミュニティーセンター
・千里児童クラブ　　千里地区コミュニティーセンター
・緑児童クラブ　　　月輪地区コミュニティーセンター
・長瀬児童クラブ　　旧長瀬連絡所
・吾妻児童クラブ　　吾妻小学校内いこいのスペース
●募集定員　各児童クラブ 40 人程度
●経費
①負担金　月額 2,000 円（減免規定があります）
②その他
　教材費　月額 1,000 円
　傷害保険料　年額 1,000 円程度
　おやつ代　実費分
●開設時間
①月曜～金曜の平日　放課後～午後６時
②土曜日　午前８時～午後６時
③学校長期休業中（日曜日、祝日を除く）
　午前８時～午後６時
④学校振替休日（運動会などによる振替休日）
　午前８時～午後６時
●指導内容　生活指導、余暇指導
●受付期間　１月６日（月）～ 31 日（金）
●申し込み方法
　保護者の希望による登録制です。利用申請書に記入の上、
各児童クラブまたは保健福祉課に申し込んでください。
　負担金は、利用申請者の指定する口座からの引き落としと
なります。初めて登録する人は、取引金融機関（銀行、ＪＡ、
郵便局）に口座振替依頼書を提出し、引き落としの手続きを
してください。
　利用申請書と口座振替依頼書は、各児童クラブ、保健福祉
課、各保育所、各幼稚園、こども園に備え付けてあります。
●問い合わせ先　保健福祉課社会福祉係　☎（62）2115

※来年度の児童クラブ指導員も募集します。募集記事は 16
ページに掲載しています。

　さくらこども園は、幼稚園と保育所の良いところを生かし
ながら、両方の役割を果たすことができる施設です。０歳児
から２歳児までが乳幼児保育部門で、対象となる乳幼児の基
準は保育所と同じです。３歳児から５歳児までは幼児教育部
門として運営します。町内に住所がある０歳児から５歳児で
あれば、募集定員数の範囲内で入園できます。
●入園対象者　町内に住所がある０歳児～５歳児（年齢の起
算は 26 年４月１日現在での年齢。※０歳児は６カ月以上）
●募集定員　
・０歳児　６人　・１歳児　12 人　・２歳児　12 人
・３歳児～５歳児　各年齢 30 人
●保育料
①０歳児～２歳児　児童の年齢と保護者などの所得税と住民
税の課税状況によって決定します。（保育所と同じ料金区分）
②３歳児～５歳児　月額 5,600 円（幼稚園と同じ）
※保育料のほかに保育用品代や教材費などの経費が必要です。
●保育時間
①０歳児～２歳児　保育所と同じ時間 
②３歳児～５歳児　幼稚園と同じ時間
●休園日
①０歳児～２歳児　日曜日（第２・第４日曜日を除く）、祝日、
年末年始、学年末休園日および教育委員会が必要と認める日
②３歳児～５歳児　土曜日、日曜日、祝日、春季休園日、夏
季休園日、冬季休園日、学年末休園日および教育委員会が必
要と認める日　　
●長時間保育

・対象幼児　３歳児～５歳児
・料金　月額 5,000 円
・実施日　月～土曜日、第２・第４日曜日、春季休園日、夏
季休園日、冬季休園日および学年末休園日
※日曜日（第２・第４日曜日を除く）、祝日、年末年始およ
び教育委員会が必要と認める日は実施しません。
○保育時間

（１）通常の保育が行われている日（月～金曜日）
①早朝　午前７時 30 分～午前８時 30 分
②通常の教育時間後　午後２時～午後６時

（２）土曜日、第２・第４日曜日、春季休園日、夏季休園日、
冬季休園日および学年末休園日　午前７時 30 分～午後６時
●給食の実施　給食がありますので、給食費（１食あたり約
250 円）が必要となります。
※０歳児から２歳児までは保育料に含まれています。
●受付期間　１月６日（月）～ 31 日（金）
●申し込み方法　こども園に用意してある申込書に必要事項
を記入の上、必要な書類を添付して申し込んでください。
●問い合わせ先
こども課こども園係（さくらこども園内）　☎（66）2127

●入園対象者
　町内に住所がある４歳児・５歳児
・５歳児（平成 20 年４月２日～ 21 年４月１日生まれ）
・４歳児（平成 21 年４月２日～ 22 年４月１日生まれ）
●募集定員　
・猪苗代幼稚園　140 人
・千里幼稚園　105 人
・翁島幼稚園、吾妻幼稚園はそれぞれ　70 人
●保育料　月額 5,600 円
※保育料のほかに保育用品代や教材費などの経費が必要です。
●通常の教育時間　午前８時 30 分～午後２時
●受付期間　１月８日（水）～ 31 日（金）
●申し込み方法　
　各幼稚園に用意してある申込書に必要事項を記入の上、希
望する幼稚園に申し込んでください。
●問い合わせ先
こども課こども園係（さくらこども園内）　☎（66）2127

◎預かり保育について
　26 年度の預かり保育を猪苗代幼稚園と千里幼稚園で実施
します。希望する人は、預かり保育申込書に必要事項を記入
の上、申し込んでください。
　通常保育料のほかに預かり保育料がかかります。
●預かり保育料　月額 5,000 円
●預かり保育を実施する日
①通常の教育が行われている日（月～金曜日）

・早朝　午前７時 30 分～午前８時 30 分
・通常の教育時間終了後　午後２時～午後６時
②土曜日、春季休園日、夏季休園日、冬季休園日および学年
末休園日　午前７時 30 分～午後６時
※預かり保育についての問い合わせ先
猪苗代幼稚園   ☎（62）3234
千里幼稚園　☎（65）2291

●入所対象者
　町内に住所があり、保護者や同居の親族が次のいずれかに
該当するため、保育ができない児童
・常時働いている場合（家庭外労働、自営業、内職など）
・母親の出産の前後、病気、負傷、または心身に障害がある
・長期にわたる疾病、または心身に障害がある同居の親族を
常時介護している
・火災、風水害、地震などにより家屋などの復旧にあたって
いる間
・そのほか保育ができない場合（就学、父母の不在、求職中）
※求職中の人は、２カ月間だけ入所できます。その間に仕事
が決まれば延長可能です。決まらない場合は退所となります。
●募集定員
①猪苗代保育所
　０歳児～５歳児　80 人（０歳児は生後６カ月以上）
②中の沢保育所
　０歳児～５歳児　35 人（０歳児は生後６カ月以上）
※年齢の起算は 26 年４月１日現在での年齢
●保育料
　児童の年齢と保護者などの所得税と住民税の課税状況に
よって決定します。詳しい保育料については、申し込み時に
お渡しする一覧表のとおりです（保育料は改正される場合も
あります）。
　同一世帯から２人以上の児童が保育所、幼稚園、または認
定こども園に入所している場合、減額措置があります。また、
満 18 歳に満たない子どもが３人以上いる世帯で、第３子以
降で年齢が３歳未満の児童が保育所に入所する場合、減額措
置があります。
●開所日　日曜日・祝日・年末年始を除く日
●保育時間　午前８時 30 分～午後５時 15 分
　保護者の勤務時間の都合で通常時間での送迎が困難な児童
については、午前７時30分から午後６時までお預かりします。
●その他　定員超えなどで、希望する保育所に入所できない
場合がありますので、申込書には第２、第３希望の保育所、
こども園も記入してください。
●受付期間　１月６日（月）～ 31 日（金）
●申し込み方法　各保育所に用意してある申込書に必要事項
を記入の上、必要な書類を添付して最寄りの保育所に申し込
んでください。
●申し込みに必要な書類
①保育所入所申込書、② 25 年分源泉徴収票（年末調整済み
のもの、父母分）か 25 年分確定申告書（控）、③父母の在職
証明書、④課税台帳閲覧同意書
※別途書類を提出してもらう場合があります。
●問い合わせ先
こども課こども園係（さくらこども園内）　☎（66）2127
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▼
場
所　

町
役
場
３
階　

日
本
間

▼
そ
の
他　

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
秘
書
広
報
係

☎（
62
）２
１
１
１

人
権
擁
護
・
行
政
相
談
委

員
合
同
相
談
会

　

町
で
は
、
次
の
日
程
で
人
権
擁
護

委
員
と
行
政
相
談
委
員
の
合
同
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。
人
権
問
題
や
法

律
に
つ
い
て
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時　

　

２
月
５
日（
水
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

▼
場
所　

町
役
場
３
階　

日
本
間

▼
そ
の
他　

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
秘
書
広
報
係

☎（
62
）２
１
１
１

新
年
あ
い
さ
つ
交
歓
会
は

１
月
６
日
開
催

　

年
頭
に
あ
た
り
、
さ
ら
な
る
町
政

進
展
を
誓
う
た
め「
新
年
あ
い
さ
つ

交
歓
会
」を
開
催
し
ま
す（
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
）。

▼
開
催
日
時　

１
月
６
日（
月
）

た
め
、
一
時
停
止
規
制
で
今
後
の
状

況
を
見
て
判
断
し
て
い
く
と
の
こ
と

で
す
。
ご
理
解
の
ほ
ど
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

問
総
務
課
行
政
管
理
係

☎（
62
）２
１
１
１

　

ご
意
見
箱
は
役
場
庁
舎
、
カ
メ

リ
ー
ナ
、
学
び
い
な
に
設
置
し
て
い

ま
す
。
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
、
皆
さ
ん
の
建
設
的
な
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
秘
書
広
報
係

☎（
62
）２
１
１
１

行
政
相
談
委
員
に
相
談
し

て
み
ま
せ
ん
か

　

行
政
相
談
委
員
の
定
例
相
談
を
実

施
し
ま
す
。
定
例
相
談
は
毎
月
１
回

第
３
水
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

▼
猪
苗
代
町
行
政
相
談
委
員

　

宮
沢　

重
正
さ
ん（
下
舘
）

　

☎（
66
）３
９
９
５

　

佐
藤　

明
さ
ん（
会
津
若
松
市
）

　

☎（
29
）６
６
３
３

　
（
会
津
社
会
労
働
保
険
協
会
）

▼
開
催
日
時　

1
月
15
日（
水
）、

　

2
月
19
日（
水
）

　

午
後
１
時
～
午
後
３
時

ま
た
は
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
保
健
福
祉
課
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
選
考
方
法

　

書
類
選
考
に
よ
り
行
い
ま
す
。
た

だ
し
、
書
類
に
よ
り
選
考
す
る
こ
と

が
困
難
な
場
合
は
、
面
接
な
ど
で
選

考
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

☎（
62
）２
１
１
５　

町
民
意
見
箱
に
寄
せ
ら
れ

た
ご
意
見
を
紹
介
し
ま
す

●
信
号
機
設
置
の
要
望

【
ご
意
見
】

　

歴
史
館（
新
設
）の
前
か
ら
カ
メ

リ
ー
ナ
へ
行
く
交
差
点（
図
書
歴
史

情
報
館
前
交
差
点
）に
信
号
機
を
設

置
し
て
ほ
し
い
。

【
回
答
】

　

信
号
機
の
設
置
に
つ
き
ま
し
て
は
、

県
警
察
本
部
お
よ
び
県
公
安
委
員
会

に
お
い
て
、
交
通
量
な
ど
の
状
況
を

見
て
判
断
を
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

猪
苗
代
警
察
署
に
よ
り
ま
す
と
、

図
書
歴
史
情
報
館
前
交
差
点
に
つ
い

て
は
、
道
路
拡
幅
後
ま
だ
日
が
浅
い

②
児
童
健
全
育
成
に
熱
意
の
あ
る
人

▼
勤
務
条
件

①
月
～
金
曜
日

　

午
後
１
時
～
午
後
６
時
15
分

②
土
曜
日

　

午
前
８
時
～
午
後
６
時
15
分

③
学
校
長
期
休
業
中

　

午
前
８
時
～
午
後
６
時
15
分

④
学
校
振
替
休
日（
運
動
会
な
ど
に

よ
る
振
替
休
日
）

　

午
前
８
時
～
午
後
６
時
15
分

⑤
休
日

　

日
曜
、
祝
日

※
勤
務
時
間
は
変
更
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

▼
勤
務
内
容

　

児
童
の
生
活
指
導
、
余
暇
指
導
、

ク
ラ
ブ
の
庶
務
会
計

▼
勤
務
場
所

・
猪
苗
代
児
童
ク
ラ
ブ　

猪
苗
代
小

学
校
敷
地
内

・
翁
島
児
童
ク
ラ
ブ　

翁
島
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

・
千
里
児
童
ク
ラ
ブ　

千
里
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

・
緑
児
童
ク
ラ
ブ　

月
輪
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

・
長
瀬
児
童
ク
ラ
ブ　

旧
長
瀬
連
絡

所・
吾
妻
児
童
ク
ラ
ブ　

吾
妻
小
学
校

内
い
こ
い
の
ス
ペ
ー
ス

▼
応
募
手
続
き

　

町
指
定
の
履
歴
書
に
写
真
貼
り

付
け
の
上
、
２
月
10
日（
月
）ま
で
、

保
健
福
祉
課
に
応
募
し
て
く
だ
さ

町
有
財
産
の
公
用
車
を

公
売
し
ま
す

　

町
の
公
用
車
を
公
売
し
ま
す
。

　

車
種
お
よ
び
公
売
方
法
は
次
の
と

お
り
で
す
。

▼
公
売
車
両

特
殊
車
両（
消
防
ポ
ン
プ
車
）

・
台
数　

１
台

・
年
式　

昭
和
63
年
３
月

・
車
両
総
重
量　

５
９
７
０
㌔
㌘

・
走
行
距
離　

１
３
３
２
６
㌔
㍍

・
車
検
満
了
日　

26
年
３
月
23
日

※
マ
ー
ク
や
団
名
表
示
の
削
除
、
名

義
変
更
、
赤
色
灯
お
よ
び
サ
イ
レ
ン

の
取
り
外
し
は
落
札
者
負
担
。

※
公
売
に
参
加
す
る
場
合
は
、
必
ず

現
車
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
公
売
方
法　

　

最
高
入
札
額
者
と
売
買
契
約
を
締

結
し
、
代
金
入
金
確
認
後
に
受
け
渡

し
。
な
お
、
入
札
金
額
は
税
別
と
し

ま
す
。

▼
展
示
場
所　

役
場
北
側
駐
車
場

※
役
場
開
庁
時
間
内
で
あ
れ
ば
随
時

受
け
付
け
ま
す
。

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
写
真
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
期
間

１
月
15
日（
水
）ま
で

▼
入
札
申
し
込
み
に
つ
い
て

所
定
の
用
紙
に
記
入
し
、
１
月
15
日

（
水
）ま
で
に
総
務
課
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
持
参
、
郵
送（
必
着
）

に
て
受
け
付
け
ま
す
。

※
所
定
の
用
紙
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
入
札
日
時
・
場
所

１
月
17
日（
金
）　

午
前
10
時

役
場
３
階　

正
庁

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
行
政
管
理
係

☎（
62
）２
１
１
１

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

指
導
員
を
募
集

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
来
年
度
の

指
導
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員

指
導
員　

25
人（
予
定
）

補
助
指
導
員　

若
干
名（
補
助
指
導

員
は
、
指
導
員
が
休
暇
を
取
る
場
合

の
代
替
と
し
て
勤
務
し
ま
す
）

※
ど
ち
ら
も
町
嘱
託
職
員
で
す
。

▼
資
格
要
件

　

心
身
と
も
に
健
康
で
、
26
年
４
月

１
日
現
在
で
65
歳
以
下
の
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
成
人

①
教
諭
ま
た
は
保
育
士
の
資
格
を
持

つ
人

いなわしろタウンページTown Information まちのお知らせ

意
見
箱

い
。
履
歴
書
は
保
健
福
祉
課
に
備
え

付
け
て
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

☎（
62
）２
１
１
５

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
の

委
員
を
募
集
し
ま
す

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
の

下
、
町
に
お
け
る
子
育
て
支
援
に
つ

い
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
広
く
ご

意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
審
議
す
る

た
め
、「
猪
苗
代
町
子
ど
も
・
子
育

て
会
議
」
を
設
置
し
ま
す
。

　

発
足
に
あ
た
り
、
子
ど
も
の
保
護

者
や
事
業
主
な
ど
と
共
に
、
町
の
子

育
て
支
援
施
策
な
ど
に
つ
い
て
審
議

し
て
い
た
だ
く
会
議
の
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

▼
応
募
者
の
資
格

・
20
歳
以
上
の
町
民

・
応
募
日
現
在
、
町
が
設
置
す
る
２

つ
以
上
の
附
属
機
関
の
委
員
に
な
っ

て
い
な
い
人

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
関
心
の

あ
る
人

▼
公
募
人
数　

２
人
程
度

▼
任
期　

委
嘱
日
か
ら
２
年
間

▼
開
催
回
数　

年
２
～
４
回
程
度

※
会
議
の
開
催
は
原
則
と
し
て
平
日

２
時
間
程
度
と
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法

　

１
月
20
日（
月
）ま
で
に
、
所
定

の
応
募
用
紙
を
保
健
福
祉
課
に
郵
送

　

午
前
11
時
30
分

▼
開
催
場
所　

役
場
３
階  

正
庁

▼
会
費　

５
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
秘
書
広
報
係

☎（
62
）２
１
１
１

告　

示

・
第
１
０
９
号
「
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
証
無
効
告
示
」（
町
民
生
活

課
国
保
年
金
係
）

公　

告

・
第
44
号
「
農
用
地
利
用
集
積
計
画

の
公
告
に
つ
い
て
」

（
農
業
委
員
会
事
務
局
農
地
係
）

・
第
45
号
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

に
よ
る
不
動
産
等
の
最
高
価
申
込
者

決
定
に
つ
い
て（
第
５
号
）」

（
税
務
課
収
納
係
）

・
第
46
号
「
猪
苗
代
町
農
業
振
興
地

域
整
備
計
画
変
更
に
つ
い
て
」

（
農
林
課
農
業
振
興
係
）

※
告
示
・
公
告
さ
れ
た
内
容
に
つ
い

て
は
、
役
場
前
掲
示
板
を
ご
覧
に
な

る
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

催　

し

相　

談

募　

集

公　

売

掲
示
板
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暮らしの情報広場 Life Information

猪苗代警察署管内の犯罪・交通事故
発生状況（平成 25 年 11 月 30 日現在）

１　犯罪発生状況

◎「なりすまし詐欺に注意！」家族や警察官、市役所
職員、銀行協会職員などを装いお金をだまし取る詐欺
にご注意ください。
　最近、県内各署でなりすまし詐欺の前兆が発生して
おり、特に高齢者宅を狙った不審電話が増えています。
　話の中で、お金の手渡し・振り込みの指示があった
ときは、すぐに家族、知人か警察（110 番）に相談し
てください。

２　交通事故状況

年別
町村別 平成 25 年 平成 24 年 増　減 増減率％

猪 苗 代 町 53 69 -16     -23.2
磐 　 梯 　 町 17 17  0        0.0
裏 　 磐 　 梯 11 10  1      10.0

　　　計 81 96 -15     -15.6

町村別
罪種別

猪苗代町 磐梯町 裏磐梯
25 年 24 年 25 年 24 年 25 年 24 年

窃盗犯計 39 44 16 8 10 8
空き巣 1 1 1
金庫破り
事務所荒らし 1 1
出店荒らし 1 2 1
倉庫荒らし 1 2
侵入盗その他 3 6
置引き 3 5 2
車上ねらい 3 5 1 1 1 2
部品ねらい 2
脱衣場ねらい 1 1
自販機ねらい 1
万引き 6 4
職場ねらい 1 1
さい銭盗 4
畑荒らし
スキー・
スノーボード盗 6 2 11 2 3 2
非侵入盗その他 11 3 2 3 2 1
自動車盗 1
オートバイ盗
自転車盗 2 9
その他の
乗り物盗
暴行・傷害 3 4 1
詐欺・横領 4 3 1 1

遺失物等横領 1 1 2
器物損壊 5 15 2 1

その他の刑法犯 1 6 1
総　計 53 69 17 17 11 10
増　減 -16 0 1

死亡事故 2 3 0 0 0 0
増　　減 -1 0 0
人身事故 67 91 16 13 5 8
増　　減 -24 3 -3

お悔やみ申し上げます
（11 月15 日～ 12 月 14日受付分※敬称略）

氏　　名 年齢 世帯主 行政区

鈴木經一郎 81 經一郎 酸川野

峯村　富子 75 一彦 新北町

古川　一英 88 一也 烏帽子

吉田　スヱ 86 スヱ 半坂

秋山　仁市 93 仁市 扇田

藤田　富子 85 佐藤節男 旭町

氏田　守雄 88 守雄 木地小屋

小椋　瀧野 97 瀧野 下舘

山内　　好 95 好 下舘

山内　キミ 93 キミ 下舘

遠藤　貴美 81 貴美 下舘

赤枝久仁子 60 文男 神明町

笠間　留一 84 留一 名古屋町

小檜山リヨ 80 リヨ 下舘

佐藤トキ子 91 トキ子 桜ケ丘

町の人口

  今月の納期
（納期限１月 31 日）

● 町 県 民 税　 ４ 期 分

●国民健康保険税 ７期分

●介護保険料    ７期分

●後期高齢者

　医療保険料    ６期分

●上下水道使用料 １月分

善意をありがとうございます

○野口英世博士のふるさと猪苗代
　応援寄付金として
　安形　京子さん（愛知県）
　　　　　　　　  　 300,000 円

※広報に氏名の掲載を希望されな
い場合は、窓口に申し出ください。
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 25 年 12 月 1 日現在の現住人口

　   人　口　　　15,205 人
　　世帯数　　　  5,053 戸
　　出生　  6 人　  転入　 35 人
　　死亡　15 人  　転出　   9 人

毎週火曜日、午後７時まで
窓口業務の時間を延長しています編

集
後
記

　

昨
年
は
取
材
協
力
や
情
報

提
供
な
ど
、
町
民
の
皆
さ
ん

に
は
い
ろ
い
ろ
と
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
今
年
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
矢
森
）

町では、町民の皆さんの利便性向上を
図るため、毎週火曜日、午後７時まで
住民票・税証明発行などの窓口業務の
時間を延長しています。
問総務課　行政管理係　☎（62）2111

　  県民健康管理調査の
　  簡易版問診票を作成

　福島県と県立医科大学では、震災
後４カ月間の外部被ばく線量を推計
する基本調査について、このたび、
より記入・回答しやすい問診票の「簡
易版」を作成しました。
　この簡易版は、避難などの移動回
数の少ない人がご利用いただけます。
基本調査問診票の回答が済んでいな
い人は、簡易版を利用できるかどう
かをお調べしますので、お問い合わ
せください。
　簡易版の問診票は町保健福祉課の
窓口に備え付けてありますので、お
気軽にお申し出ください。
　基本調査の結果は、一人一人にお
知らせします。皆さんの将来の健康
管理のために、ぜひご提出ください。
問県立医科大学
放射線医学県民健康管理センター
☎ 024（549）5130（土・日・祝日を
除く午前９時～午後５時）

　 就職の悩みを抱える
　 若者と家族をサポート
　
　会津地域若者サポートステーショ
ンは、仕事に就くことへの不安があ
るなどの理由で社会への第一歩を踏
み出せないでいる若者やそのことに
関して心配している家族に、気軽に
ご相談いただける就労支援施設です。
●対象　15 歳から 39 歳までの人
とその家族
●場所　ヨークベニマル一箕町店　
隣接テナント（会津若松市一箕町大
字亀賀字藤原 52）　
●利用時間　午前 10 時～午後７時

（日・祝日除く）
　現在パソコンのワード・エクセル

無料講習を実施しています。基礎か
ら応用まで、社会で役立つ能力を短
期間で身に付けることができます。
お気軽にご相談ください。
問会津地域若者サポートステーショ
ン　☎ 0242（32）0011
Email：info@job-sapo.com

    キャリアアップガイダンス
    の受講生を募集しています

　ポリテクセンター会津では、当セ
ンターで行っている職業訓練の説明
会「キャリアアップガイダンス」の
受講生を募集しています。
●日時　１月 14 日（火）、27 日（月）
２月 10 日（月）、24 日（月）、３月
10 日（月）、25 日（火）
午前９時 30 分～午後３時 15 分
●内容　今までのキャリア（職業能
力）にプラスして、新たな技能を習
得する職業訓練について、理解を深
めるための説明会

〈主な内容〉
・当センターの紹介ＤＶＤ
・各科の説明・見学
・キャリア作成
・ジョブカード作成
●対象者　公共職業安定所に求職登
録している人で、職業訓練の受講が
望ましいと判断された人
●受講料　無料
●申し込み先　ハローワーク会津若
松　相談窓口　☎（26）3333
問ポリテクセンター会津
開発援助課　☎（26）0520
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　冬本番を迎え、雪も本降りとなってきました。豪雪地帯である本
町においては多くの道路で路面凍結が発生し、スリップ事故の危険
性が非常に高くなっています。
　2013 年 11 月末には、幸野地区内において路面凍結によるスリッ
プが原因の死亡事故が発生しています。
　冬季間の運転では以下のことに気をつけましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　～猪苗代町交通対策協議会～

スリップ事故に注意しましょう！

○スピードの出しすぎは厳禁
○急加速・急ハンドル・急ブレーキは控える
○カーブに進入する前に速度を十分に落とす
○日頃よく通る道については危険箇所を把握し、近所の人
や同僚などと情報を共有する

　文化財は国民の財産です。文
化財愛護思想の普及と防火・防
災意識のさらなる高揚に努め、
将来に継承すべき貴重な文化財
を火災から守りましょう。

問猪苗代消防署　☎（62）4433

就　　職

お知らせ

　毎年、雪のシーズンになると除雪機による事故が多発しています。除
雪機を使う際には、次の点に注意しましょう。
●安全装置が正しく作動しない状態では絶対に使用しない。
●除雪機を使用する場合は、周囲に人がいないことを確認し、人を絶対
に近寄らせない。また、不意に人が近づいた場合には除雪機を直ちに停
止できるような状態で行う。
●投雪口に詰まった雪を取り除く際には必ずエンジンを停止し、オーガ
やブロアの回転が停止したことを確認してから、雪かき棒を使って雪を
取り除く。
●除雪機を使用する際、特に後進時は足元や周囲の障害物に注意し、無
理のない速度で使用する。

正しい操作で安全除雪

問日本農業機械工業会　☎ 03（3433）0415

「文化財防火デー」
１月 26 日は



Our  Museum
みんなの美術館

１月は千里小学校のお友達の作品です
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■一口メモ■
　食物繊維が豊富なきのこは、低カロリーでかみ応えがあるため、料理に取り入れることでメタボ予防
につながります。

食生活改善推進員コーナー ～旬の野菜でカンタン料理～　　　№ 199

【材料】4 人分
エリンギ  ４本・しめじ  ２パック・ニンジン  1/3 本・
ニンニク  １片・オリーブオイル  小さじ２・塩  小さじ
1/3・黒こしょう  少々・レモン汁  小さじ４・万能ねぎ  
適量

【作り方】
① エリンギは短冊切りにし、しめじは根元を落とし食
べやすい大きさにほぐす。ニンジンは拍子木切りにする。
② みじん切りにしたニンニクとオリーブオイルをフラ
イパンで熱し、香りが出てきたら①を加えて炒める。
③ 火が通ったら塩と黒こしょうで味付けし、ボウルに
移して粗熱をとる。
④ ③にレモン汁をかけて混ぜ合わせ器に盛り、刻んだ
万能ねぎを飾って出来上がり。

【一人当たりの栄養量】
エネルギー 50㌔㌍、塩分 0.5㌘

たっぷりきのこのマリネ
（メタボ予防メニュー）

「たのしい木」

こんな木があったらいいなと想
像して描きました。木登りをし
たり、中に入ったりして遊べる、
とても楽しい木です。真ん中に
あるドアが一番のお気に入りで
す。中には２階もあります。 吉野　心

ま な

人
と

さん（１年）

鈴木　心
こ こ

愛
あ

さん（２年）

「いろいろ水ぞくかん」

タコ、クラゲ、チンアナゴなど、
海にいる生き物や月、星、雲な
どの形に切り抜いて、ランプを
作りました。月の下を泳ぐ魚と
３色のセロハンを使った星が特
に気に入っています。


